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(57)【要約】
【課題】ユーザの嗜好に合致するようにコンテンツを絞
り込んで再生する。
【解決手段】プレイリスト作成部は、再生の候補となる
コンテンツを絞り込むパラメータに従って選択された複
数のコンテンツからなるプレイリストを作成する。そし
て、そのプレイリストに基づいてコンテンツが再生され
ているときに、操作情報取得部がパラメータの変更を取
得すると、プレイリスト作成部は、そのパラメータの変
更を、再生中のコンテンツに対して相対的に適用させて
再生の候補となるコンテンツを選択し直し、プレイリス
トを再作成する。本技術は、例えば、複数の楽曲を組み
合わせた連続的な再生を行う再生装置に適用できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再生の候補となるコンテンツを絞り込むパラメータに従って選択された複数の前記コン
テンツからなるプレイリストを作成するプレイリスト作成部と、
　前記プレイリスト作成部により作成された前記プレイリストに基づいて前記コンテンツ
が再生されているときに、前記パラメータの変更を取得する取得部と
　を備え、
　前記プレイリスト作成部は、前記取得部が取得した前記パラメータの変更を、再生中の
前記コンテンツに対して相対的に適用させて再生の候補となる前記コンテンツを選択し直
し、前記プレイリストを再作成する
　コンテンツ再生装置。
【請求項２】
　前記プレイリスト作成部により作成または再作成された前記プレイリストを、そのプレ
イリストに基づく再生が実行されている最中に保存する保存部
　をさらに備える請求項１に記載のコンテンツ再生装置。
【請求項３】
　前記プレイリスト作成部により作成されたプレイリストに基づいて、再生の対象となる
コンテンツに関する画像と、そのコンテンツの前後の順番の所定数のコンテンツに関する
画像との表示を制御するコンテンツ画像表示制御部をさらに備え、
　前記コンテンツ画像表示制御部は、再生の対象となるコンテンツに関する画像を中央に
配置して、再生の対象となるコンテンツに関する画像に対する一方に再生済みのコンテン
ツに関する画像を配置し、他方に再生候補のコンテンツに関する画像を配置して表示する
　請求項１に記載のコンテンツ再生装置。
【請求項４】
　前記コンテンツ画像表示制御部は、前記パラメータの変更に応じて前記プレイリストが
再作成された場合、再作成された前記プレイリストに従って、再生候補のコンテンツに関
する画像を入れ替える表示を行う
　請求項３に記載のコンテンツ再生装置。
【請求項５】
　前記プレイリスト作成部による選択の対象となる前記コンテンツが登録されたライブラ
リの表示を制御するライブラリ表示制御部
　をさらに備え、
　前記ライブラリ表示制御部は、再生の対象となるコンテンツに関する画像に対する操作
に応じて、そのコンテンツに関する情報を前記ライブラリに表示する
　請求項３に記載のコンテンツ再生装置。
【請求項６】
　前記ライブラリ表示制御部は、前記ライブラリに登録されている前記コンテンツに関す
る情報を一覧で表示し、その一覧の中から任意の前記コンテンツを指定して再生する操作
が行われると、指定された前記コンテンツが再生されるとともに、
　前記プレイリスト作成部は、再生された前記コンテンツに対して相対的に前記パラメー
タを適用させて再生の候補となる前記コンテンツを選択し直し、前記プレイリストを再作
成する
　請求項５に記載のコンテンツ再生装置。
【請求項７】
　前記プレイリスト作成部により作成または再作成された前記プレイリストに従って、複
数の再生方法のうちの、所定の再生方法で前記コンテンツの再生を制御する再生制御部
　をさらに備える請求項１に記載のコンテンツ再生装置。
【請求項８】
　前記コンテンツは楽曲であり、前記パラメータにより前記楽曲の曲調が指定される
　請求項１に記載のコンテンツ再生装置。
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【請求項９】
　再生の候補となるコンテンツを絞り込むパラメータに従って選択された複数の前記コン
テンツからなるプレイリストを作成し、
　作成された前記プレイリストに基づいて前記コンテンツが再生されているときに、前記
パラメータの変更を取得し、
　取得された前記パラメータの変更を、再生中の前記コンテンツに対して相対的に適用さ
せて再生の候補となる前記コンテンツを選択し直し、前記プレイリストを再作成する
　ステップを含むコンテンツ再生方法。
【請求項１０】
　再生の候補となるコンテンツを絞り込むパラメータに従って選択された複数の前記コン
テンツからなるプレイリストを作成し、
　作成された前記プレイリストに基づいて前記コンテンツが再生されているときに、前記
パラメータの変更を取得し、
　取得された前記パラメータの変更を、再生中の前記コンテンツに対して相対的に適用さ
せて再生の候補となる前記コンテンツを選択し直し、前記プレイリストを再作成する
　ステップを含む処理をコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、コンテンツ再生装置およびコンテンツ再生方法、並びにプログラムに関し、
特に、ユーザの嗜好に合致するようにコンテンツを絞り込んで再生することができるよう
にしたコンテンツ再生装置およびコンテンツ再生方法、並びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、コンテンツを再生する再生装置は、ユーザの嗜好が反映された複数のコンテンツ
からなるプレイリストに従って、コンテンツを連続的に再生する機能を備えている。この
機能では、ユーザが、例えば、嗜好性に合っていると想定した複数のコンテンツを事前に
手動で選択してプレイリストを作成したり、複数のコンテンツが組み合わされたプレイリ
ストの中から、ユーザが嗜好に合っていると想定したプレイリストを事前に手動で選択し
たりする手法が採用されている。
【０００３】
　ところで、ユーザが事前に手動で選択するような手法では、プレイリストに含まれるコ
ンテンツが嗜好に合致しているか否かは、コンテンツが再生されるまで分からないため、
嗜好を反映させることが困難であり、嗜好が合致するマッチング度数を高めることも困難
であった。このため、より嗜好に合致するようなコンテンツからなるプレイリストを作成
するために、ユーザは既知のコンテンツを選択する傾向が高くなり、その結果、未知のコ
ンテンツと出会うきっかけが薄れていた。
【０００４】
　そこで、本願出願人は、いずれのプレイリストにも属していないコンテンツと関連する
少なくとも１つ以上の他の候補を抽出してプレイリストを作成する情報処理装置を提案し
ている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第４５７７４１２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に開示されている情報処理装置においては、再生中のプレイ
リストとは異なるプレイリストへユーザを誘導することはできるが、そのプレイリストが



(4) JP 2013-80538 A 2013.5.2

10

20

30

40

50

、ユーザの嗜好に合致するとは限らないため、ユーザの満足度が低下することがあった。
そこで、複数のコンテンツを連続的に再生する際に、ユーザの嗜好に合致するようにコン
テンツを絞り込んでプレイリストを作成することができれば、ユーザの満足度を向上させ
ることができる。
【０００７】
　本開示は、このような状況に鑑みてなされたものであり、ユーザの嗜好に合致するよう
にコンテンツを絞り込んで再生することができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本開示の一側面のコンテンツ再生装置は、再生の候補となるコンテンツを絞り込むパラ
メータに従って選択された複数の前記コンテンツからなるプレイリストを作成するプレイ
リスト作成部と、前記プレイリスト作成部により作成された前記プレイリストに基づいて
前記コンテンツが再生されているときに、前記パラメータの変更を取得する取得部とを備
え、前記プレイリスト作成部は、前記取得部が取得した前記パラメータの変更を、再生中
の前記コンテンツに対して相対的に適用させて再生の候補となる前記コンテンツを選択し
直し、前記プレイリストを再作成する。
【０００９】
　本開示の一側面のコンテンツ再生方法またはプログラムは、再生の候補となるコンテン
ツを絞り込むパラメータに従って選択された複数の前記コンテンツからなるプレイリスト
を作成し、作成された前記プレイリストに基づいて前記コンテンツが再生されているとき
に、前記パラメータの変更を取得し、取得された前記パラメータの変更を、再生中の前記
コンテンツに対して相対的に適用させて再生の候補となる前記コンテンツを選択し直し、
前記プレイリストを再作成するステップを含む。
【００１０】
　本開示の一側面においては、再生の候補となるコンテンツを絞り込むパラメータに従っ
て選択された複数のコンテンツからなるプレイリストが作成され、そのプレイリストに基
づいてコンテンツが再生されているときに、パラメータの変更が取得される。そして、パ
ラメータの変更を、再生中のコンテンツに対して相対的に適用させて再生の候補となるコ
ンテンツが選択し直され、プレイリストが再作成される。
【発明の効果】
【００１１】
　本開示の一側面によれば、ユーザの嗜好に合致するようにコンテンツを絞り込んで再生
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本技術を適用したコンテンツ再生装置の一実施の形態の構成例を示すブロック図
である。
【図２】コンテンツ再生画面を示す図である。
【図３】プレイジャケット表示部を示す図である。
【図４】再生候補のジャケット画像が入れ替わる表示について説明する図である。
【図５】インジケータの点灯および消灯を示す図である。
【図６】コントロールパネルを示す図である。
【図７】メニュー画面を示す図である。
【図８】パラメータに応じた表示の変化について説明する図である。
【図９】コンテンツ再生装置がノンストップミックス再生を実行する処理を説明するフロ
ーチャートである。
【図１０】機能ＵＩ表示領域とライブラリＵＩ表示領域とを連動させた操作について説明
する図である。
【図１１】機能ＵＩ表示領域とライブラリＵＩ表示領域とを連動させた操作について説明
する図である。
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【図１２】機能ＵＩ表示領域とライブラリＵＩ表示領域とを連動させた操作について説明
する図である。
【図１３】写真を再生する際に表示されるコンテンツ再生画面を示す図である。
【図１４】本技術を適用したコンピュータの一実施の形態の構成例を示すブロック図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本技術を適用した具体的な実施の形態について、図面を参照しながら詳細に説明
する。
【００１４】
　図１は、本技術を適用したコンテンツ再生装置の一実施の形態の構成例を示すブロック
図である。
【００１５】
　図１に示すように、コンテンツ再生装置１１には、操作部１２、ディスプレイ１３、ス
ピーカ１４、および記憶部１５が接続されている。
【００１６】
　操作部１２は、マウスや、キーボード、タッチセンサなどにより構成され、ユーザによ
る操作に応じた操作信号をコンテンツ再生装置１１に供給する。ディスプレイ１３は、液
晶パネルや有機EL（Electro Luminescence）パネルなどにより構成され、コンテンツ再生
装置１１から出力される画像を表示する。スピーカ１４は、コンテンツ再生装置１１から
出力される楽曲や音声などを出力する。
【００１７】
　記憶部１５は、ハードディスクドライブやフラッシュメモリなどにより構成され、コン
テンツ再生装置１１により再生される複数のコンテンツとしての楽曲と、それぞれの楽曲
に対応付けられた情報が登録されたデータベースとを記憶する。データベースには、例え
ば、タイトル、再生時間、アーティスト名、アルバム名、評価、ジャンル、登録日時など
が楽曲ごとに登録されている。さらに、データベースには、テンポや、ムード、タイプ、
スタイルなどのような楽曲の特徴を表す情報（特徴量）が楽曲ごとに登録されている。な
お、この特徴量は、楽曲を解析することにより自動的に取得され、例えば、本願出願人に
より出願済みの特開２００７－１２１４５６号公報において詳細に説明されている。
【００１８】
　そして、コンテンツ再生装置１１は、記憶部１５に記憶されているデータベースを参照
し、複数の楽曲を組み合わせた連続的な再生（以下、適宜、ノンストップミックス再生と
称する）を実行することができる。このとき、ユーザは、テンポ、ムード、タイプ、また
はスタイルといった曲調のパラメータを調整することにより、ユーザ自身の気分または雰
囲気に合わせたノンストップミックス再生が行われるように操作することができる。
【００１９】
　コンテンツ再生装置１１は、操作情報取得部２１、プレイリスト作成部２２、設定情報
記憶部２３、再生制御部２４、プレイジャケット表示制御部２５、ライブラリ表示制御部
２６、およびコントロールパネル表示制御部２７を備えて構成される。
【００２０】
　操作情報取得部２１は、ユーザが操作部１２に対する操作を行うことにより、操作部１
２から出力される操作情報を取得し、その操作情報に基づいて、コンテンツ再生装置１１
を構成する各ブロックに対して各種の指示を出力する。
【００２１】
　プレイリスト作成部２２は、操作情報取得部２１からの指示に従って、記憶部１５に記
憶されているデータベースを参照し、ユーザの操作に応じたプレイリストを作成する。例
えば、ユーザが操作部１２に対する操作を行い、楽曲の曲調を指定するパラメータを変更
すると、プレイリスト作成部２２は、変更後のパラメータに従って、記憶部１５に記憶さ
れているデータベースを参照し、再生の候補となる楽曲を選択する。そして、プレイリス
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ト作成部２２は、変更後のパラメータに従って選択された楽曲を所定の順番で、例えば、
ランダムな順番で並べてプレイリストを作成する。
【００２２】
　また、コンテンツ再生装置１１においてノンストップミックス再生を実行しているとき
に、ユーザが、例えば、再生中の楽曲よりもテンポの速い楽曲を再生するように、テンポ
を指定するパラメータを調整したとする。これに従って、プレイリスト作成部２２は、記
憶部１５に記憶されているデータベースを参照し、再生中の楽曲よりもテンポの速い楽曲
を抽出して、その抽出された楽曲からなるプレイリストを再構築する。
【００２３】
　設定情報記憶部２３は、プレイリスト作成部２２が作成したプレイリストや、コンテン
ツ再生装置１１においてコンテンツを再生する際の各種の設定を指定する設定情報などを
記憶する。この設定情報としては、例えば、コンテンツ再生装置１１におけるノンストッ
プミックス再生での再生方法を指定する設定情報がある。ノンストップミックス再生での
再生方法としては、例えば、楽曲のサビの部分だけを再生するサビ再生、楽曲の切り替わ
り時に前の曲をフェードアウトするとともに次の曲をフェードインするフェード再生、ま
たは、楽曲の全てを再生するフル再生がある。
【００２４】
　再生制御部２４は、設定情報記憶部２３に記憶されているプレイリストおよび設定情報
に基づいて、再生の対象となる楽曲を記憶部１５から読み出し、その楽曲を再生してスピ
ーカ１４から出力する。また、ユーザが操作部１２を操作して、楽曲再生に関する操作（
例えば、再生や、停止、一時停止など）を行うと、操作情報取得部２１は、ユーザによる
操作に応じた指示を行い、再生制御部２４は、その指示に従った楽曲の再生制御を行う。
また、再生制御部２４は、プレイリストに従った順番で、サビ再生、フェード再生、また
はフル再生のうちの、ユーザにより指定された再生方法により楽曲の再生を制御する。
【００２５】
　プレイジャケット表示制御部２５、ライブラリ表示制御部２６、コントロールパネル表
示制御部２７は、コンテンツ再生装置１１により楽曲を再生しているときにディスプレイ
１３に表示されるコンテンツ再生画面の表示に関する制御を行う。図２に示すように、コ
ンテンツ再生画面には、複数のGUI（Graphical User Interface）部品から構成されるＵ
Ｉ（User Interface）が表示される。
【００２６】
　次に、図２を参照して、コンテンツ再生画面について説明する。
【００２７】
　コンテンツ再生画面４１には、基本ＵＩ表示領域４２、再生対象表示領域４３、機能Ｕ
Ｉ表示領域４４、ファイル操作ＵＩ表示領域４５、およびライブラリＵＩ表示領域４６が
設けられる。
【００２８】
　基本ＵＩ表示領域４２には、再生操作GUI部品５１、楽曲名表示部５２、タイム表示バ
ー５３、タイム表示部５４、ドロップダウンリスト５５、ノンストップミックスボタン５
７、およびイコライザーボタン５６が表示される。
【００２９】
　再生操作GUI部品５１は、コンテンツ再生装置１１による楽曲再生に関する基本的な操
作を行うためのGUI部品から構成され、例えば、再生、停止、戻りスキップおよび進みス
キップを指示するボタン、並びに、楽曲の再生音量を調整する音量バーにより構成される
。
【００３０】
　楽曲名表示部５２には、コンテンツ再生装置１１により再生中の楽曲のタイトル、およ
び、その楽曲が収録されているアルバムのアルバム名が表示される。図２の表示例では、
楽曲名表示部５２により、アルバム名「アルバムＢ」に収録されているタイトル「タイト
ルＥ」の楽曲が再生中であることが示されている。
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【００３１】
　タイム表示バー５３は、コンテンツ再生装置１１により再生中の楽曲の再生時間に対す
る再生位置を示すGUI部品である。また、タイム表示バー５３には、ノンストップミック
ス再生での再生方法としてサビ再生が指定されている場合、楽曲の再生時間に対するサビ
部分が表示される。
【００３２】
　タイム表示部５４には、コンテンツ再生装置１１により再生中の楽曲の再生時間および
再生位置が表示される。図２の表示例では、タイム表示部５４により、再生時間「4：32
」のうちの再生位置「0：46」が再生されているタイミングであることが示されている。
【００３３】
　ドロップダウンリスト５５は、コンテンツ再生装置１１による楽曲の再生方法を選択す
るためのGUI部品である。例えば、ドロップダウンリスト５５では、プレイリストの順番
に従って再生するノーマル再生や、ランダムに順番を入れ替えて再生するシャッフル再生
、同一の曲を繰り返して再生するリピート再生などの再生方法を選択することができる。
図２の表示例では、ドロップダウンリスト５５により、再生方法「ノーマル再生」が選択
されていることが示されている。なお、ノンストップミックス再生が実行されている場合
には、楽曲の再生方法としてノーマル再生のみが選択可能である。
【００３４】
　イコライザーボタン５６は、コンテンツ再生装置１１により再生する楽曲に対して特定
の周波数帯域の強調または減少を行って、全体的な音質を補正する機能であるイコライザ
ー機能を有効にするか否かを指定するＧＵＩ部品である。ユーザがイコライザーボタン５
６に対する操作を行って、イコライザー機能が有効とされた場合には、イコライザーボタ
ン５６に隣接するように配置されたインジケータ５６ａが点灯する。また、イコライザー
機能を有効にすると、イコライザー機能に応じたユーザインタフェース（図示せず）が、
機能ＵＩ表示領域４４に表示される。
【００３５】
　ノンストップミックスボタン５７は、ノンストップミックス再生を実行するか否かを指
定するＧＵＩ部品である。ユーザがノンストップミックスボタン５７に対する操作を行っ
て、ノンストップミックス再生が実行中である場合には、ノンストップミックスボタン５
７に隣接するように配置されたインジケータ５７ａが点灯する。また、ノンストップミッ
クス再生が実行されると、ノンストップミックス再生の機能に応じたユーザインタフェー
スが、機能ＵＩ表示領域４４に表示される。
【００３６】
　再生対象表示領域４３には、コンテンツ再生装置１１において再生の対象となっている
楽曲が収録されているアルバムのジャケット画像６１が表示される。
【００３７】
　機能ＵＩ表示領域４４には、コンテンツ再生装置１１においてコンテンツを再生する際
に、ユーザにより選択された機能に応じたユーザインタフェースが表示される。図２の表
示例では、ノンストップミックス再生の機能に応じたユーザインタフェースとして、プレ
イジャケット表示部６２およびコントロールパネル６３が表示されている。
【００３８】
　プレイジャケット表示部６２には、コンテンツ再生装置１１において再生される順番に
従って、複数のジャケット画像６１が表示される。プレイジャケット表示部６２の表示は
、プレイジャケット表示制御部２５により制御される。
【００３９】
　例えば、プレイジャケット表示部６２の中央には、再生中の楽曲が収録されているアル
バムのジャケット画像６１（以下、適宜、再生対象のジャケット画像６１ａと称する）が
表示される。再生対象のジャケット画像６１ａは、プレイジャケット表示部６２内の他の
ジャケット画像６１よりも大きく表示される。
【００４０】
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　再生対象のジャケット画像６１ａよりも左側には、既に再生された楽曲が収録されてい
るアルバムのジャケット画像（以下、適宜、再生履歴のジャケット画像６１ｂと称する）
が表示される。図２の表示例では、３枚の再生履歴のジャケット画像６１ｂが表示されて
おり、左側に向かうに従って、現在の楽曲よりも前に再生された楽曲が収録されているこ
とを表している。また、再生対象のジャケット画像６１ａのアルバムに収録されている全
ての楽曲が再生されると、再生対象のジャケット画像６１ａは左隣に移動して、再生履歴
のジャケット画像６１ｂとなる。このとき、複数の再生履歴のジャケット画像６１ｂも１
枚ずつ左隣に移動し、左端にあった再生履歴のジャケット画像６１ｂは表示されなくなる
。
【００４１】
　再生対象のジャケット画像６１ａよりも右側には、プレイリストに従って再生の候補と
される楽曲が収録されているアルバムのジャケット画像（以下、適宜、再生候補のジャケ
ット画像６１ｃと称する）が表示される。図２の表示例では、２枚の再生候補のジャケッ
ト画像６１ｃが表示されており、右側に向かうに従って、現在の楽曲よりも後に再生され
る楽曲が収録されていることを表している。また、再生対象のジャケット画像６１ａのア
ルバムに収録されている全ての楽曲が再生されると、再生対象のジャケット画像６１ａの
右隣にある再生候補のジャケット画像６１ｃが左隣に移動して再生対象のジャケット画像
６１ａとなる。このとき、複数の再生候補のジャケット画像６１ｃも１枚ずつ左隣に移動
し、右端には、新たな再生候補のジャケット画像６１ｃが表示される。
【００４２】
　コントロールパネル６３には、ノンストップミックス再生においてユーザが操作するた
めのＧＵＩ部品が表示される。例えば、ユーザは、コントロールパネル６３に対して、再
生中の楽曲よりも速いまたは遅いテンポの楽曲が再生されるように操作することができる
。なお、コントロールパネル６３の表示は、コントロールパネル表示制御部２７により制
御され、その詳細については、図６を参照して後述する。
【００４３】
　ファイル操作ＵＩ表示領域４５には、コンテンツ再生装置１１で再生するコンテンツを
指定するファイル操作を行うためのユーザインタフェースが表示される。ファイル操作Ｕ
Ｉ表示領域４５により、所定のライブラリからの読み込み、コンテンツが記録されている
ディスク媒体からの取り込み、コンテンツを提供するサービスからのダウンロード、また
は、他のアプリケーションからの読み込みを指定することができる。
【００４４】
　ライブラリＵＩ表示領域４６には、コンテンツ再生装置１１により再生されるコンテン
ツとしてライブラリ（データベース）に登録されている情報が表示される。ライブラリＵ
Ｉ表示領域４６の表示形式は、ライブラリＵＩ表示領域４６の上辺に表示されるＧＵＩ部
品であるタブにより指定することができる。例えば、ライブラリＵＩ表示領域４６の表示
形式として、楽曲リスト、楽曲ジャケット、アルバムリスト、アルバムジャケット、およ
びアーティストリストを指定することができる。図２の表示例では、ライブラリＵＩ表示
領域４６の表示形式として、楽曲リストが指定されている。ライブラリＵＩ表示領域４６
の表示は、ライブラリ表示制御部２６により制御される。
【００４５】
　楽曲リストによる表示形式が指定されている場合、ライブラリＵＩ表示領域４６には、
楽曲のタイトル、再生時間、アーティスト、アルバム、評価、ジャンル、登録日時の一覧
が表示される。また、再生中の楽曲が表示される列は強調表示され、図２の表示例では、
タイトルが「タイトルＥ」の楽曲が再生中であることが示されている。また、ライブラリ
ＵＩ表示領域４６には、コンテンツを検索するためのＧＵＩ部品も表示される。
【００４６】
　このように、コンテンツ再生装置１１では、ノンストップミックス再生を実行している
ときに、図２に示すようなコンテンツ再生画面４１がディスプレイ１３に表示される。そ
して、コンテンツ再生画面４１の表示は、ユーザによる操作に応じて変化する。
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【００４７】
　例えば、図３に示すように、機能ＵＩ表示領域４４のプレイジャケット表示部６２は、
楽曲が再生中であるか否かによって、その表示が変化する。
【００４８】
　図３の上側には、楽曲が再生中であるときのプレイジャケット表示部６２Ａが示されて
おり、図３の下側には、楽曲が一時停止中であるときのプレイジャケット表示部６２Ｂが
示されている。
【００４９】
　例えば、楽曲が再生中である場合、プレイジャケット表示部６２Ａにおいて、再生対象
のジャケット画像６１ａは、再生履歴のジャケット画像６１ｂおよび再生候補のジャケッ
ト画像６１ｃよりも若干（例えば、１割程度）大きく表示される。さらに、プレイジャケ
ット表示部６２Ａに表示される複数のジャケット画像６１に対して背景となる背景部分７
１には、再生対象のジャケット画像６１ａを中心として、複数の泡が湧き出るような動的
なコンピュータグラフィックスにより表現される泡モチーフ７２が表示される。
【００５０】
　背景部分７１の背景色は、再生中の楽曲の曲調を指定するパラメータ（例えば、テンポ
、ムード、タイプ、またはスタイル）によって変化する。泡モチーフ７２は、再生中の楽
曲の音圧および周波数帯域によって、それぞれの泡の大きさや、泡が発生および移動する
速度が変化する。例えば、泡モチーフ７２は、再生中の楽曲の音圧が高いと大きな泡が発
生し、再生中の楽曲の周波数帯域が高いと泡が多く発生して速く移動するように変化する
。
【００５１】
　一方、楽曲が一時停止中である場合、プレイジャケット表示部６２Ｂにおいて、再生対
象のジャケット画像６１ａは、再生履歴のジャケット画像６１ｂおよび再生候補のジャケ
ット画像６１ｃと同じ大きさで表示される。さらに、再生対象のジャケット画像６１ａに
重ね合わされるように、再生を指示するマーク７３が表示される。また、このとき、泡モ
チーフ７２は非表示とされ、図示しないが、背景部分７１は、背景色が息づく感じでわず
かに動くような表示が行われる。
【００５２】
　また、プレイジャケット表示部６２Ａが表示されているときに、ユーザが操作部１２（
例えば、マウス）を利用して、再生対象のジャケット画像６１ａをダブルクリックする操
作を行ったとする。これに応じて、コンテンツ再生装置１１では、楽曲の再生が一時停止
されるとともに、プレイジャケット表示部６２Ａからプレイジャケット表示部６２Ｂに表
示が切り替わる。即ち、操作情報取得部２１は、操作部１２から出力される操作情報に従
って、再生制御部２４に対して楽曲の再生を一時停止するように指示するとともに、プレ
イジャケット表示制御部２５に対してプレイジャケット表示部６２Ｂに切り替えるように
指示する。
【００５３】
　一方、プレイジャケット表示部６２Ｂが表示されているときに、ユーザが操作部１２を
利用して、再生対象のジャケット画像６１ａをダブルクリックする操作を行ったとする。
これに応じて、コンテンツ再生装置１１では、楽曲の再生が再開されるとともに、プレイ
ジャケット表示部６２Ｂからプレイジャケット表示部６２Ａに表示が切り替わる。即ち、
操作情報取得部２１は、操作部１２から出力される操作情報に従って、再生制御部２４に
対して楽曲の再生を開始するように指示するとともに、プレイジャケット表示制御部２５
に対してプレイジャケット表示部６２Ａに切り替えるように指示する。
【００５４】
　また、楽曲の再生および一時停止が操作されるのに応じて、プレイジャケット表示部６
２Ａおよびプレイジャケット表示部６２Ｂの表示が切り替わる際に、細やかな表示演出が
行われる。
【００５５】
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　なお、楽曲が再生中であるときにユーザが操作部１２を利用して、再生対象のジャケッ
ト画像６１ａをクリックする操作を行うと、図１２を参照して後述するように、再生中の
楽曲の情報がライブラリＵＩ表示領域４６に表示される。
【００５６】
　また、楽曲が再生中であるときにユーザが操作部１２を利用して、例えば、再生履歴の
ジャケット画像６１ｂをダブルクリックする操作を行ったとする。これに応じて、コンテ
ンツ再生装置１１では、その操作の対象となった再生履歴のジャケット画像６１ｂのアル
バムに収録されている楽曲が再生されるとともに、そのジャケット画像６１がプレイジャ
ケット表示部６２の中央に移動するような動的な表示が行われ、再生対象のジャケット画
像６１ａとして表示される。さらに、プレイジャケット表示部６２の移動に対応して、操
作の対象となった再生履歴のジャケット画像６１ｂの左右に表示されていたジャケット画
像６１も移動する。
【００５７】
　また、楽曲が再生中であるときにユーザが操作部１２を利用して、例えば、コントロー
ルパネル６３に対する操作を行って、楽曲の曲調を指定するパラメータを変更すると、そ
の変更に応じて再生の候補となる楽曲により再構築されたプレイリストが作成される。即
ち、操作情報取得部２１は、操作部１２から出力される操作情報に従って、変更後のパラ
メータをプレイリスト作成部２２に供給する。そして、プレイリスト作成部２２は、その
パラメータに基づいて再生の候補となる楽曲を選択し直して、その選択された楽曲から構
成されるプレイリストを再作成する。
【００５８】
　このとき、プレイジャケット表示部６２では、再作成されたプレイリストに基づいて、
再生候補のジャケット画像６１ｃが入れ替わる動的な表示が行われる。
【００５９】
　図４を参照して、再生候補のジャケット画像６１ｃが入れ替わる表示について説明する
。
【００６０】
　図４の上側には、再生候補のジャケット画像６１ｃが入れ替わる前のプレイジャケット
表示部６２Ｄが表示されており、図４の中央には、再生候補のジャケット画像６１ｃが入
れ替わり中のプレイジャケット表示部６２Ｅが表示されている。また、図４の下側には、
再生候補のジャケット画像６１ｃが入れ替わった後のプレイジャケット表示部６２Ｆが表
示されている。
【００６１】
　ユーザによるパラメータの変更に応じてプレイリストが再作成されると、そのプレイリ
ストの中から再生する順番に従って、プレイジャケット表示部６２に表示可能な枚数の再
生候補のジャケット画像６１ｃが選択される。そして、プレイジャケット表示部６２Ｅに
示すように、パラメータの変更前の再生候補のジャケット画像６１ｃが、小さくなりなが
ら下方に移動するとともに、パラメータの変更後の再生候補のジャケット画像６１ｃが、
上方から降りてくるような動的な表現で現れる。
【００６２】
　その後、プレイジャケット表示部６２Ｆに示すように、パラメータの変更後のプレイリ
ストに基づいて選択された１番目の楽曲が収録されているアルバムのジャケット画像６１
が、再生対象のジャケット画像６１ａとして表示される。このように、コンテンツ再生装
置１１では、楽曲の曲調を指定するパラメータを変更することにより再生候補のジャケッ
ト画像６１ｃが入れ替わることが、効果的に表現される。
【００６３】
　なお、コンテンツ再生装置１１では、パラメータを変更することによりプレイリストが
再作成された場合、再生履歴のジャケット画像６１ｂに対する操作を行うことによる楽曲
の再生を禁止することができる。このとき、再生履歴のジャケット画像６１ｂは、操作を
受け付けないことを示すように、他のジャケット画像６１よりも薄い色で表示される。
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【００６４】
　また、例えば、コンテンツ再生画面４１のサイズが変更された場合、そのサイズに応じ
てプレイジャケット表示部６２のサイズも変更される。このとき、再生対象のジャケット
画像６１ａは、プレイジャケット表示部６２の中央に常に表示される。また、プレイジャ
ケット表示部６２の横方向の長さに応じて、再生履歴のジャケット画像６１ｂとして表示
されるジャケット画像６１の枚数、および、再生候補のジャケット画像６１ｃとして表示
されるジャケット画像６１の枚数が増減する。
【００６５】
　また、ユーザが操作部１２（例えば、マウス）を操作して、コンテンツ再生画面４１上
に表示されるポインタがジャケット画像６１に重ね合わせたとする（マウスオーバー）。
この場合、そのジャケット画像６１の上方にジャケットに関する情報（アルバム名やアー
ティスト名など）が表示される。
【００６６】
　このように、コンテンツ再生装置１１では、ノンストップミックス再生を実行すると、
機能ＵＩ表示領域４４には、ノンストップミックス再生の機能に応じたユーザインタフェ
ースとして、プレイジャケット表示部６２およびコントロールパネル６３が表示される。
【００６７】
　ところで、コンテンツ再生装置１１において、ノンストップミックス再生を実行してい
るときに、例えば、イコライザーボタン５６が操作されて、イコライザー機能が有効に切
り替えられたとする。このとき、ノンストップミックス再生を実行したまま、機能ＵＩ表
示領域４４では、プレイジャケット表示部６２およびコントロールパネル６３が非表示に
なるとともに、イコライザー機能に応じたユーザインタフェースが表示される。一方、イ
コライザー機能が有効であるときに、ユーザの操作に応じて、イコライザー機能以外の機
能に応じたユーザインタフェースが機能ＵＩ表示領域４４表示されることがある。
【００６８】
　そこで、コンテンツ再生画面４１では、インジケータ５６ａによりイコライザー機能が
有効であるか否かを確認し、インジケータ５７ａによりノンストップミックス再生が実行
中であるか否を確認することができる。
【００６９】
　即ち、図５に示すように、インジケータ５６ａの点灯および消灯と、インジケータ５７
ａの点灯および消灯が、それぞれ独立して切り替えられる。図５の左上には、インジケー
タ５６ａおよびインジケータ５７ａが消灯している状態が示されており、図５の右上には
、インジケータ５６ａが消灯し、インジケータ５７ａが点灯している状態が示されている
。また、図５の左下には、インジケータ５６ａが点灯し、インジケータ５７ａが消灯して
いる状態が示されており、図５の右下には、インジケータ５６ａおよびインジケータ５７
ａが点灯している状態が示されている。
【００７０】
　次に、図６を参照して、コンテンツ再生画面４１の機能ＵＩ表示領域４４に表示される
コントロールパネル６３について説明する。
【００７１】
　図６に示すように、コントロールパネル６３には、サビボタン８１、フェードボタン８
２、フル再生ボタン８３、アーティスト選択ボタン８４、ジャンル選択ボタン８５、プル
ダウンメニュー８６、パラメータ表示部８７、パラメータ調整ボタン８８および８９、カ
ラーバー９０、候補楽曲数表示部９１、メニュー表示ボタン９２、並びに、戻るボタン９
３が表示される。
【００７２】
　サビボタン８１、フェードボタン８２、およびフル再生ボタン８３は、ノンストップミ
ックス再生での再生方法を指定するためのＧＵＩ部品であり、それぞれ排他的に選択する
ことができる。
【００７３】
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　サビボタン８１を選択することにより、楽曲のサビの部分だけを再生するサビ再生が行
われる。なお、初期設定では、サビボタン８１が選択されている。フェードボタン８２を
選択することにより、楽曲の切り替わり時に前の曲をフェードアウトするとともに次の曲
をフェードインするフェード再生が選択され、図６の表示例では、フェードボタン８２が
選択されている状態が示されている。フル再生ボタン８３を選択することにより、楽曲の
全てを再生するフル再生が選択される。
【００７４】
　アーティスト選択ボタン８４およびジャンル選択ボタン８５は、再生の候補となる楽曲
を絞り込む絞り込み条件として、アーティストまたはジャンルを選択するためのＧＵＩ部
品であり、それぞれ排他的に選択することができる。
【００７５】
　アーティスト選択ボタン８４を選択することにより、プルダウンメニュー８６を利用し
て、絞り込み条件となるアーティストを指定することができる。図６の表示例では、アー
ティスト選択ボタン８４が選択されている状態が示されている。一方、ジャンル選択ボタ
ン８５を選択することにより、プルダウンメニュー８６を利用して、絞り込み条件となる
ジャンルを指定することができる。
【００７６】
　プルダウンメニュー８６は、アーティストまたはジャンルによる絞り込み条件を指定す
るためのＧＵＩ部品である。例えば、アーティスト選択ボタン８４が選択されている場合
には、プルダウンメニュー８６に対する操作を行うことにより、ライブラリに登録されて
いる全ての楽曲のアーティストの一覧が表示され、所望のアーティストを指定することが
できる。なお、初期設定では、全てのアーティストが選択されている。また、例えば、ジ
ャンル選択ボタン８５が選択されている場合には、プルダウンメニュー８６に対する操作
を行うことにより、ライブラリに登録されている全ての楽曲のジャンルの一覧が表示され
、所望のジャンルを指定することができる。
【００７７】
　パラメータ表示部８７には、パラメータ調整ボタン８８および８９による調整の対象と
されているパラメータの名称が表示され、図６の表示例では、調整の対象とされるパラメ
ータがテンポであることが示されている。なお、調整の対象となるパラメータは、図７を
参照して後述するメニュー画面により選択することができる。
【００７８】
　パラメータ調整ボタン８８および８９は、パラメータを調整するためのＧＵＩ部品であ
る。パラメータ調整ボタン８８に対する操作によりパラメータの値が低下する方向に調整
され、パラメータ調整ボタン８９に対する操作によりパラメータの値が増加する方向に調
整される。図６の表示例では、調整の対象とされるパラメータがテンポであることに応じ
て、パラメータ調整ボタン８８に対する操作によりテンポが遅くなる方向に調整され、パ
ラメータ調整ボタン８９に対する操作によりテンポが速くなる方向に調整されることを表
している。
【００７９】
　カラーバー９０は、調整の対象とされるパラメータの調整範囲における現在のパラメー
タの値を視覚的に表現するＧＵＩ部品である。また、カラーバー９０は、色が連続的に変
化するグラデーションにより表現されており、現在のパラメータの値に対応して配置され
ているスライダの位置の色が、プレイジャケット表示部６２の背景色と同期している。即
ち、プレイジャケット表示部６２の背景色は、パラメータの値に応じて変化する。
【００８０】
　候補楽曲数表示部９１には、現在のパラメータまたは絞り込み条件に従って、プレイリ
スト作成部２２が再生の候補として抽出した楽曲の曲数が表示される。
【００８１】
　メニュー表示ボタン９２は、メニュー画面（図７）を表示させるためのＧＵＩ部品であ
り、メニュー表示ボタン９２が操作されることにより、コントロールパネル６３からメニ
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ュー画面に表示が切り替えられる。
【００８２】
　戻るボタン９３は、コントロールパネル６３の表示を、現在の表示状態よりも前の表示
状態に切り替えるためのＧＵＩ部品である。
【００８３】
　このようなコントロールパネル６３に対する操作により、ユーザは、より直観的に、再
生の候補となる楽曲の曲調を指定するパラメータを変更することができる。即ち、ユーザ
は、再生中の楽曲に対する相対的な気分に合わせて、パラメータ調整ボタン８８および８
９を操作するだけで、再生の候補となる楽曲の絞り込みを変更することができる。また、
パラメータ調整ボタン８８および８９に対する操作（押下）をする回数によって、パラメ
ータを変更する度数を変更することができる。そして、ユーザは、カラーバー９０により
、パラメータの値を視覚的に認識することができ、容易にパラメータの変更にフィードバ
ックすることができる。
【００８４】
　次に、図７を参照して、メニュー表示ボタン９２を操作することにより表示されるメニ
ュー画面について説明する。
【００８５】
　図７に示すように、メニュー画面１０１には、テンポボタン１０２、ムードボタン１０
３、タイプボタン１０４、スタイルボタン１０５、保存ボタン１０６、設定ボタン１０７
、閉じるボタン１０８、ミックスモード有効ボタン１０９、ミックスモード無効ボタン１
１０、および戻るボタン１１１が表示される。
【００８６】
　テンポボタン１０２、ムードボタン１０３、タイプボタン１０４、およびスタイルボタ
ン１０５は、図６のパラメータ調整ボタン８８および８９による調整の対象とするパラメ
ータを選択するためのＧＵＩ部品である。図７の表示例では、テンポボタン１０２が選択
されていることが示されている。
【００８７】
　保存ボタン１０６は、プレイリスト作成部２２が作成したプレイリストを保存するため
のＧＵＩ部品である。ユーザは、ノンストップミックス再生の実行中にいつでも保存ボタ
ン１０６を操作することにより、再生中の楽曲を含み、所定数の再生履歴楽曲および再生
候補楽曲からなるプレイリストを記憶部１５に保存することができる。例えば、ユーザが
、現在設定されているパラメータおよび絞り込み条件によって選択された楽曲からなるプ
レイリストを気に入った場合、保存ボタン１０６に対する操作を行うと、２００曲の楽曲
から構成されるプレイリストが保存される。
【００８８】
　設定ボタン１０７は、ノンストップミックス再生における各種の設定を行うための設定
画面（図示せず）を表示するためのＧＵＩ部品である。設定ボタン１０７を操作すること
により表示される設定画面により、例えば、サビ再生において再生される時間や、フェー
ド再生においてフェードアウトおよびフェードインする時間などを設定することができる
。また、プレイリスト作成部２２がプレイリストを作成する際に、再生の対象として選択
させない楽曲を事前に指定する設定を行うことができる。さらに、コンテンツ再生装置１
１が、記憶部１５に記憶されている楽曲を解析して特徴量を取得する機能を備えている場
合には、設定画面により、解析の実行を指定することができる。この場合、解析が終了次
第、所定のタイミングで、解析された楽曲が再生の候補として追加される。
【００８９】
　閉じるボタン１０８は、メニュー画面１０１を閉じて、コントロールパネル６３を表示
するためのＧＵＩ部品である。
【００９０】
　ミックスモード有効ボタン１０９およびミックスモード無効ボタン１１０は、テンポ、
ムード、タイプ、またはスタイルなどの楽曲の曲調を示すパラメータによる絞り込みを有
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効または無効にするためのＧＵＩ部品であり、排他的に選択することができる。図７の表
示例では、ミックスモード有効ボタン１０９が選択されていることが示されている。
【００９１】
　ミックスモード有効ボタン１０９を選択することにより、楽曲の曲調を示すパラメータ
による絞り込みが有効に設定され、ミックスモード無効ボタン１１０を選択することによ
り、楽曲の曲調を示すパラメータによる絞り込みが無効に設定される。なお、楽曲の曲調
を示すパラメータによる絞り込みが無効に設定された場合には、アーティストまたはジャ
ンルにより楽曲の絞り込みが行われ、その設定後に表示されるコントロールパネル６３で
は、パラメータ表示部８７、パラメータ調整ボタン８８および８９は非表示とされる。
【００９２】
　戻るボタン１１１は、メニュー画面１０１の表示を、現在の表示状態よりも前の表示状
態に切り替えるためのＧＵＩ部品である。
【００９３】
　そして、メニュー画面１０１で調整の対象とするパラメータを変更すると、コントロー
ルパネル６３には、変更後のパラメータがパラメータ表示部８７に表示される。
【００９４】
　次に、図８は、メニュー画面１０１で調整の対象とするパラメータの選択に伴うコント
ロールパネル６３の表示の変化について説明する。
【００９５】
　例えば、メニュー画面１０１でムードボタン１０３が選択された場合、図８Ａに示すよ
うに、パラメータ表示部８７には、調整の対象とされるパラメータがムードであることが
表示される。そして、パラメータ調整ボタン８８に対する操作によりムードが悲しくなる
方向に調整され、パラメータ調整ボタン８９に対する操作によりムードが楽しくなる方向
に調整されることを表している。
【００９６】
　また、メニュー画面１０１でタイプボタン１０４が選択された場合、図８Ｂに示すよう
に、パラメータ表示部８７には、調整の対象とされるパラメータがタイプであることが表
示される。そして、パラメータ調整ボタン８８に対する操作によりタイプがアコースティ
ックになる方向に調整され、パラメータ調整ボタン８９に対する操作によりタイプがエレ
クトロニックになる方向に調整されることを表している。
【００９７】
　また、メニュー画面１０１でスタイルボタン１０５が選択された場合、図８Ｃに示すよ
うに、パラメータ表示部８７には、調整の対象とされるパラメータがスタイルであること
が表示される。そして、パラメータ調整ボタン８８に対する操作によりスタイルがソフト
になる方向に調整され、パラメータ調整ボタン８９に対する操作によりスタイルがハード
になる方向に調整されることを表している。
【００９８】
　このように、調整の対象とされるパラメータに対応してパラメータ調整ボタン８８およ
び８９の表示が変更されるので、ユーザは、より直観的に、パラメータを変更することが
できる。
【００９９】
　次に、図９は、コンテンツ再生装置１１がノンストップミックス再生を実行する処理を
説明するフローチャートである。
【０１００】
　例えば、ユーザが操作部１２を利用してノンストップミックスボタン５７に対する操作
を行い、ノンストップミックス再生の実行を指示すると処理が開始される。
【０１０１】
　ステップＳ１１において、プレイリスト作成部２２は、ノンストップミックス再生にお
いて最初に再生する楽曲を選択する。
【０１０２】



(15) JP 2013-80538 A 2013.5.2

10

20

30

40

50

　例えば、設定情報記憶部２３には、前回のノンストップミックス再生が終了した時点で
の楽曲（再生中の楽曲と、その前後の所定数の楽曲）が記憶されており、プレイリスト作
成部２２は、最後に再生されていた楽曲を、最初に再生する楽曲として選択する。なお、
初期設定では、ライブラリに登録されている楽曲の中からランダムに、最初に再生する楽
曲を選択するように設定されている。そして、プレイリスト作成部２２が最初に再生する
楽曲を選択すると、再生制御部２４により、その楽曲の再生が制御され、処理はステップ
Ｓ１２に進む。
【０１０３】
　ステップＳ１２において、プレイリスト作成部２２は、パラメータに従って、再生候補
とする楽曲を選択し、プレイリストを作成する。
【０１０４】
　例えば、設定情報記憶部２３には、前回のノンストップミックス再生が終了した時点に
おいて指定されていたパラメータが記憶されており、プレイリスト作成部２２は、そのパ
ラメータに従って、再生候補とする楽曲を選択する。そして、プレイリスト作成部２２は
、パラメータに従って選択された楽曲が組み合わされたプレイリストを作成する。また、
前回のノンストップミックス再生が終了した時点における再生中の楽曲の前後の所定数の
楽曲を、そのままプレイリストに組み込んでもよい。なお、初期設定では、全てのパラメ
ータが中央値に設定されている。そして、プレイリスト作成部２２は、作成したプレイリ
ストを設定情報記憶部２３およびプレイジャケット表示制御部２５に供給し、処理はステ
ップＳ１３に進む。
【０１０５】
　ステップＳ１３において、プレイジャケット表示制御部２５は、ステップＳ１２でプレ
イリスト作成部２２から供給されたプレイリストに基づいて、図２のコンテンツ再生画面
４１のプレイジャケット表示部６２に、ジャケット画像６１を表示する。即ち、プレイジ
ャケット表示部６２は、プレイリストにおける楽曲の順番に従って、再生対象のジャケッ
ト画像６１ａを中央に表示し、再生履歴のジャケット画像６１ｂおよび再生候補のジャケ
ット画像６１ｃをそれぞれ左右に表示する。
【０１０６】
　ステップＳ１３の処理後、処理はステップＳ１４に進み、操作情報取得部２１は、パラ
メータを変更する操作が行われたか否かを判定する。例えば、ユーザが、操作部１２を利
用してパラメータ調整ボタン８８または８９に対する操作を行うと、操作情報取得部２１
は、パラメータを変更する操作が行われたと判定する。
【０１０７】
　ステップＳ１４において、操作情報取得部２１が、パラメータを変更する操作が行われ
ていないと判定した場合、処理はステップＳ１５に進み、再生制御部２４は、設定情報記
憶部２３に記憶されているプレイリストに基づいて、楽曲の再生を継続する。ステップＳ
１５の処理後、処理はステップＳ１３に戻り、以下、同様の処理が繰り返される。なお、
例えば、プレイリストに基づいて、あるアルバムに収録されている楽曲から、他のアルバ
ムに収録されている楽曲に再生対象が切り替わると、ステップＳ１３において、プレイジ
ャケット表示部６２の表示が変更される。
【０１０８】
　一方、ステップＳ１４において、操作情報取得部２１が、パラメータを変更する操作が
行われたと判定した場合、処理はステップＳ１６に進み、操作情報取得部２１は、パラメ
ータの変更を取得し、変更後のパラメータの値をプレイリスト作成部２２に供給する。
【０１０９】
　ステップＳ１６の処理後、処理はステップＳ１７に進み、プレイリスト作成部２２は、
パラメータの変更を、再生中の楽曲に対して相対的に適用して、再生候補とする楽曲を選
択し直す。例えば、楽曲のテンポを速くするパラメータの変更が行われ、変更後のパラメ
ータの値がプレイリスト作成部２２に供給された場合、プレイリスト作成部２２は、再生
中の楽曲のテンポに対して、変更後のパラメータの値に応じてテンポが速い曲調の楽曲を
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選択する。そして、プレイリスト作成部２２は、パラメータの変更に従って選択し直され
た楽曲が組み合わされたプレイリストを再作成して、再作成したプレイリストを設定情報
記憶部２３およびプレイジャケット表示制御部２５に供給し、処理はステップＳ１８に進
む。
【０１１０】
　ステップＳ１８において、再生制御部２４は、再作成されたプレイリストに基づいて、
次に再生する楽曲、即ち、パラメータの変更が反映された楽曲を再生し、処理はステップ
Ｓ１３に戻り、以下、同様の処理が繰り返される。なお、この場合、ステップＳ１３では
、パラメータの変更が反映されて再生された楽曲が収録されているジャケット画像６１が
、再生対象のジャケット画像６１ａとして表示され、新たなプレイリストに基づいて再生
候補のジャケット画像６１ｃが入れ替わる。
【０１１１】
　以上のように、コンテンツ再生装置１１では、ノンストップミックス再生の実行中に、
再生中の楽曲に対する相対的な気分（即ち、嗜好性）に合わせて、ユーザが、楽曲の曲調
を指定するパラメータを変更することにより、リアルタイムかつダイナミックに、プレイ
リストを再作成することができる。そして、ユーザの気分に合致する楽曲を、すぐに途切
れることなく再生することができる。なお、楽曲の曲調を指定するパラメータの変更と同
様に、アーティストまたはジャンルによる絞り込み条件を変更しても、ユーザの嗜好に合
わせてプレイリストを再作成することができる。
【０１１２】
　このように、気分や雰囲気に合致するようなプレイリストを容易に作成することができ
るため、ユーザは、例えば、自宅などで寛ぎながら音楽を長時間楽しむことができる。ま
た、パーティーやイベントなどの機会に、ユーザは、手軽にその場の雰囲気に合わせたプ
レイリストを作成して、盛り上げることができる。
【０１１３】
　次に、図１０乃至図１２を参照して、機能ＵＩ表示領域４４とライブラリＵＩ表示領域
４６とを連動させた操作について説明する。
【０１１４】
　例えば、コンテンツ再生装置１１では、楽曲を再生しているときにノンストップミック
ス再生を実行するように操作されたとき、再生中の楽曲を継続したままノンストップミッ
クス再生が開始される。
【０１１５】
　コンテンツ再生装置１１では、ノンストップミックス再生以外の再生方法で楽曲を再生
することができ、例えば、ユーザがライブラリの中から楽曲を検索して再生する場合には
、図１０の上側に示すようなコンテンツ再生画面４１Ａが表示される。コンテンツ再生画
面４１Ａの機能ＵＩ表示領域４４には、利用者が楽曲を探し出すための機能を提供するユ
ーザインタフェース（アルファベット、あ行のカタカナ、および、その他）１２０が表示
されている。
【０１１６】
　このように、ノンストップミックス再生以外の再生方法で楽曲が再生されているときに
、ユーザがノンストップミックス再生の実行を指示したとする。このとき、コンテンツ再
生装置１１では、再生中の楽曲、図１０の表示例では、アルバム名「アルバムＢ」に収録
されているタイトル「タイトルＥ」の楽曲の再生を継続したまま、ノンストップミックス
再生が開始される。
【０１１７】
　これにより、図１０の下側に示すようなコンテンツ再生画面４１Ｂが表示される。コン
テンツ再生画面４１Ｂの機能ＵＩ表示領域４４には、図２のコンテンツ再生画面４１と同
様に、プレイジャケット表示部６２およびコントロールパネル６３が表示される。
【０１１８】
　また、例えば、コンテンツ再生装置１１では、ノンストップミックス再生を実行してい
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るときに、ライブラリＵＩ表示領域４６に表示されている楽曲を指定して、その楽曲を割
り込ませて再生させることができる。
【０１１９】
　例えば、図１１の上側には、図２と同様に、ノンストップミックス再生を実行すること
により表示されるコンテンツ再生画面４１Ｃが示されている。コンテンツ再生画面４１Ｃ
では、アルバム名「アルバムＢ」に収録されているタイトル「タイトルＥ」の楽曲が再生
中であることが示されている。
【０１２０】
　このとき、ユーザが、アルバム名「アルバムＣ」に収録されているタイトル「タイトル
Ｈ」の楽曲を再生するような操作を行うと、タイトル「タイトルＨ」の楽曲が再生される
。具体的には、ライブラリＵＩ表示領域４６に表示されているタイトル「タイトルＨ」の
楽曲の行にマウスポインタを合わせ、マウスボタンをクリックしたままプレイジャケット
表示部６２まで移動させる操作（所謂、ドラッグアンドドロップ）を行うと、タイトル「
タイトルＨ」の楽曲が再生される。なお、このような操作は、楽曲が再生中であっても、
停止中であっても行うことができる。
【０１２１】
　このとき、図１１の下側に示されているンテンツ再生画面４１Ｄのように、タイトル「
タイトルＨ」の楽曲が収録されているアルバム名「アルバムＣ」のジャケット画像６１が
、再生対象表示領域４３に表示されるとともに、再生対象のジャケット画像６１ａとして
プレイジャケット表示部６２に表示される。
【０１２２】
　さらに、プレイリスト作成部２２は、新たに再生の対象とされた楽曲に対して、現在設
定されているパラメータを相対的に適用し、プレイリストを再作成する。これにより、図
４を参照して説明したように、再生候補のジャケット画像６１ｃが入れ替わる動的な表示
が行われる。さらに、再生履歴のジャケット画像６１ｂは、操作を受け付けないことを示
すように、他のジャケット画像６１よりも薄い色で表示される。
【０１２３】
　このように、再生の対象とする楽曲を指定することによってもプレイリストを再作成さ
せることができ、これにより、ユーザの嗜好に合致するようなプレイリストを作成するこ
とができる。
【０１２４】
　また、例えば、コンテンツ再生装置１１では、ノンストップミックス再生で楽曲の再生
中に再生対象のジャケット画像６１ａに対する操作により、再生中の楽曲の情報をライブ
ラリＵＩ表示領域４６に表示することができる。
【０１２５】
　例えば、図１２の上側には、ノンストップミックス再生を実行しているときに、ライブ
ラリＵＩ表示領域４６において、再生中の楽曲とは関係のないジャケットが表示されたコ
ンテンツ再生画面４１Ｅが示されている。また、コンテンツ再生画面４１Ｅでは、ライブ
ラリＵＩ表示領域４６の表示形式としてアルバムジャケットが選択されており、複数枚の
ジャケットが表示されている。
【０１２６】
　そして、ユーザが、操作部１２を操作して、再生対象のジャケット画像６１ａをクリッ
クすると、ライブラリ表示制御部２６は、図１２の下側に示すように、ライブラリＵＩ表
示領域４６に、再生中の楽曲の情報を表示するように表示制御を行う。このとき、コンテ
ンツ再生画面４１Ｆでは、ライブラリＵＩ表示領域４６の表示形式としてアルバムリスト
が選択される。
【０１２７】
　このように、ノンストップミックス再生で楽曲の再生中に再生対象のジャケット画像６
１ａに対する操作に応じて再生中の楽曲の情報をライブラリＵＩ表示領域４６に表示する
ことで、再生中の楽曲の入ったアルバムを改めて再生したいとユーザが思ったときに、そ
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の操作を容易に実行することができる。
【０１２８】
　また、コンテンツ再生装置１１では、上述したように、メニュー画面１０１を利用して
、いつでもプレイリストを保存することができる。例えば、従来は、楽曲の再生を行う前
に作成されたプレイリストを保存してから楽曲を再生していたので、嗜好性とのマッチン
グ度合いに関わらず、無駄なプレイリストが増加してしまうことが想定される。これに対
し、コンテンツ再生装置１１では、ノンストップミックス再生の実行中にプレイリストを
保存することができるので、ユーザの嗜好に合致したプレイリストだけを保存することが
でき、無駄なプレイリストの保存を回避することができる。
【０１２９】
　なお、コンテンツ再生装置１１において再生されるコンテンツとして、上述のような楽
曲に限定されるものではなく、静止画像（写真）や動画像などを適用することができる。
【０１３０】
　例えば、図１３を参照して、コンテンツ再生装置１１において写真を再生する際に表示
されるコンテンツ再生画面について説明する。
【０１３１】
　図１３では、写真を再生するコンテンツ再生画面１４１に表示される基本ＵＩ表示領域
４２、再生対象表示領域４３、機能ＵＩ表示領域４４が示されており、その他の表示領域
の図示は省略されている。なお、基本ＵＩ表示領域４２は、図２のコンテンツ再生画面４
１における基本ＵＩ表示領域４２と同様である。
【０１３２】
　再生対象表示領域４３には、コンテンツ再生装置１１において再生の対象となっている
写真１６１が表示される。
【０１３３】
　機能ＵＩ表示領域４４には、写真の再生に対応する機能に応じたユーザインタフェース
として、写真リスト表示部６２’およびコントロールパネル６３’が表示される。写真リ
スト表示部６２’には、再生対象の写真１６１ａ、再生履歴の写真１６１ｂ、および再生
候補の写真１６１ｃが表示される。
【０１３４】
　コントロールパネル６３’には、再生対象表示領域４３に表示される写真１６１の表示
を切り替える際の効果として、ワイプ、フェード、またはディゾルブを選択するＧＵＩ部
品が表示される。また、コントロールパネル６３’には、再生の候補となる写真１６１を
絞り込む絞り込み条件を指定するＧＵＩ部品が表示され、図１３の表示例では、家族旅行
で絞り込まれていることが示されている。また、コントロールパネル６３’には、再生の
候補となる写真１６１の雰囲気を指定するパラメータを調整するＧＵＩ部品が表示され、
例えば、スマイルのパラメータを「むっすり」または「にっこり」の度合いで調整するこ
とができる。
【０１３５】
　このように、コンテンツ再生装置１１では、楽曲や写真などのコンテンツを、所定のメ
タデータ、または、特定のアルゴリズムによって分類し、ユーザの嗜好を容易に反映させ
てコンテンツのノンストップミックス再生を実行することができる。また、静止画像や動
画像などのコンテンツと、楽曲とを組み合わせてノンストップミックス再生を実行しても
よい。
【０１３６】
　また、コンテンツ再生装置１１は、操作部１２およびディスプレイ１３が組み合わされ
たタッチパネルを備えて構成することができる。この場合、タッチパネルに対するタップ
やダブルタップなどの操作に応じて、操作情報取得部２１は操作情報を取得することがで
きる。
【０１３７】
　さらに、コンテンツ再生装置１１は、パーソナルコンピュータにより実現するだけでな
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く、ユーザが楽曲を再生させるシチュエーションに最適な機器により実現することができ
る。即ち、楽曲などのコンテンツを管理および再生する機能を備える機器であれば、オー
ディオ機器、携帯電話端末、ラジオカセットレコーダー、ドック、テレビジョン受像機、
ハードディスクレコーダなど、様々な機器に適用することができる。
【０１３８】
　なお、コンテンツ再生装置１１は、記憶部１５に記憶されているデータベースおよび楽
曲だけを使用するのでなく、例えば、図示しないネットワークを介して提供されるデータ
ベースおよび楽曲を使用してもよい。つまり、データベースおよび楽曲が、ネットワーク
を介して接続されたサーバに保存されていてもよい。
【０１３９】
　上述した一連の処理は、ハードウエアにより実行することもできるし、ソフトウエアに
より実行することもできる。一連の処理をソフトウエアにより実行する場合には、そのソ
フトウエアを構成するプログラムが、専用のハードウエアに組み込まれているコンピュー
タ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実行することが
可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどに、プログラムが記録されたプログラ
ム記録媒体からインストールされる。
【０１４０】
　図１４は、上述した一連の処理をプログラムにより実行するコンピュータのハードウエ
アの構成例を示すブロック図である。
【０１４１】
　コンピュータにおいて、CPU（Central Processing Unit）２０１，ROM（Read Only Mem
ory）２０２，RAM（Random Access Memory）２０３は、バス２０４により相互に接続され
ている。
【０１４２】
　バス２０４には、さらに、入出力インタフェース２０５が接続されている。入出力イン
タフェース２０５には、キーボード、マウス、マイクロホンなどよりなる入力部２０６、
ディスプレイ、スピーカなどよりなる出力部２０７、ハードディスクや不揮発性のメモリ
などよりなる記憶部２０８、ネットワークインタフェースなどよりなる通信部２０９、磁
気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモリなどのリムーバブルメデ
ィア２１１を駆動するドライブ２１０が接続されている。
【０１４３】
　以上のように構成されるコンピュータでは、CPU２０１が、例えば、記憶部２０８に記
憶されているプログラムを、入出力インタフェース２０５及びバス２０４を介して、RAM
２０３にロードして実行することにより、上述した一連の処理が行われる。
【０１４４】
　コンピュータ（CPU２０１）が実行するプログラムは、例えば、磁気ディスク（フレキ
シブルディスクを含む）、光ディスク（CD-ROM(Compact Disc-Read Only Memory),DVD(Di
gital Versatile Disc)等）、光磁気ディスク、もしくは半導体メモリなどよりなるパッ
ケージメディアであるリムーバブルメディア２１１に記録して、あるいは、ローカルエリ
アネットワーク、インターネット、デジタル衛星放送といった、有線または無線の伝送媒
体を介して提供される。
【０１４５】
　そして、プログラムは、リムーバブルメディア２１１をドライブ２１０に装着すること
により、入出力インタフェース２０５を介して、記憶部２０８にインストールすることが
できる。また、プログラムは、有線または無線の伝送媒体を介して、通信部２０９で受信
し、記憶部２０８にインストールすることができる。その他、プログラムは、ROM２０２
や記憶部２０８に、あらかじめインストールしておくことができる。
【０１４６】
　なお、上述のフローチャートを参照して説明した各処理は、必ずしもフローチャートと
して記載された順序に沿って時系列に処理する必要はなく、並列的あるいは個別に実行さ
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れる処理（例えば、並列処理あるいはオブジェクトによる処理）も含むものである。また
、プログラムは、１のCPUにより処理されるものであっても良いし、複数のCPUによって分
散処理されるものであっても良い。また、本明細書において、システムとは、複数の装置
により構成される装置全体を表すものである。
【０１４７】
　なお、本技術は以下のような構成も取ることができる。
（１）
　再生の候補となるコンテンツを絞り込むパラメータに従って選択された複数の前記コン
テンツからなるプレイリストを作成するプレイリスト作成部と、
　前記プレイリスト作成部により作成された前記プレイリストに基づいて前記コンテンツ
が再生されているときに、前記パラメータの変更を取得する取得部と
　を備え、
　前記プレイリスト作成部は、前記取得部が取得した前記パラメータの変更を、再生中の
前記コンテンツに対して相対的に適用させて再生の候補となる前記コンテンツを選択し直
し、前記プレイリストを再作成する
　コンテンツ再生装置。
（２）
　前記プレイリスト作成部により作成または再作成された前記プレイリストを、そのプレ
イリストに基づく再生が実行されている最中に保存する保存手段
　をさらに備える上記（１）に記載のコンテンツ再生装置。
（３）
　前記プレイリスト作成部により作成されたプレイリストに基づいて、再生の対象となる
コンテンツに関する画像と、そのコンテンツの前後の順番の所定数のコンテンツに関する
画像との表示を制御するコンテンツ画像表示制御部をさらに備え、
　前記コンテンツ画像表示制御部は、再生の対象となるコンテンツに関する画像を中央に
配置して、再生の対象となるコンテンツに関する画像に対する一方に再生済みのコンテン
ツに関する画像を配置し、他方に再生候補のコンテンツに関する画像を配置して表示する
　上記（１）または（２）に記載のコンテンツ再生装置。
（４）
　前記コンテンツ画像表示制御部は、前記パラメータの変更に応じて前記プレイリストが
再作成された場合、再作成された前記プレイリストに従って、再生候補のコンテンツに関
する画像を入れ替える表示を行う
　上記（３）に記載のコンテンツ再生装置。
（５）
　前記プレイリスト作成部による選択の対象となる前記コンテンツが登録されたライブラ
リの表示を制御するライブラリ表示制御部
　をさらに備え、
　前記ライブラリ表示制御部は、再生の対象となるコンテンツに関する画像に対する操作
に応じて、そのコンテンツに関する情報を前記ライブラリに表示する
　上記（３）または（４）に記載のコンテンツ再生装置。
（６）
　前記ライブラリ表示制御部は、前記ライブラリに登録されている前記コンテンツに関す
る情報を一覧で表示し、その一覧の中から任意の前記コンテンツを指定して再生する操作
が行われると、指定された前記コンテンツが再生されるとともに、
　前記プレイリスト作成部は、再生された前記コンテンツに対して相対的に前記パラメー
タを適用させて再生の候補となる前記コンテンツを選択し直し、前記プレイリストを再作
成する
　上記（５）に記載のコンテンツ再生装置。
（７）
　前記プレイリスト作成部により作成または再作成された前記プレイリストに従って、複
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数の再生方法のうちの、所定の再生方法で前記コンテンツの再生を制御する再生制御手段
　をさらに備える上記（１）から（６）までのいずれかに記載のコンテンツ再生装置。
（８）
　前記コンテンツは楽曲であり、前記パラメータにより前記楽曲の曲調が指定される
　上記（１）から（７）までのいずれかに記載のコンテンツ再生装置。
【０１４８】
　なお、本実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本開示の要旨
を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【０１４９】
　１１　コンテンツ再生装置，　１２　操作部，　１３　ディスプレイ，　１４　スピー
カ，　１５　記憶部，　２１　操作情報取得部，　２２　プレイリスト作成部，　２３　
設定情報記憶部，　２４　再生制御部，　２５　プレイジャケット表示制御部，　２６　
ライブラリ表示制御部，　２７　コントロールパネル表示制御部

【図１】 【図２】
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